
公民  1 9 中 3  社会 ふつう  その 3

三権分立
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

国の権力を三つに分けると、どんな良いことがあるのだろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 三権分立を唱えた思想家は である。

2 三つの機関がたがいに見はることで、権力の をふせいでいる。

3 違憲審査の最終的な判断をする最高裁判所は、 裁判所である。

4 最高裁判所は、 とよばれる。

5 三つの機関がたがいに権力をおさえ合い、つり合いを保つことを という。

6 最高裁判所長官を指名できるのは である。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 最高裁判所は、国会の番人とよばれる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 裁判所は、国会がつくった法律が憲法に違反していないかを審査できる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 行政権は、裁判所がもつ。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 国会は、弾劾裁判で裁判官に働きかけられる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 裁判所が国会に対して行えることとして、正しいものを選びなさい。　( )

ア 国会を解散する イ 国会がつくった法律が憲法に違反していないかを審査

する

ウ 法律を制定する エ 国会議員を任命する

12 『法の精神』で三権分立を唱えた人物について、正しいものを選びなさい。　( )

ア 18世紀のフランスの思想家である イ 19世紀のイギリスの政治家である

ウ 日本国憲法をつくった国会議員である エ 最高裁判所の初代長官である
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